
「男女共同参画の視点に立った地域の課題解決」のためのプログラムデザイン

DVについて基礎的な知識や対応方法を身に着け、理解を深めることで、DV被害の防止を促す。
目的

内容

方法

🔶講師による講義

・そもそもDVとは何なのか、

どのような行動がDVになる

のかを学ぶ。

・DVの背景や日本の現状に

ついて学ぶ。

・心や身体への影響、なぜ

DVが繰り返されエスカレー

トするのかを学ぶ。

対象 テーマに関心のある女性

課題把握・課題共有 課題解決の方策の検討 課題解決のための行動

🔶グループワーク

・事例検討

身近な事例をあげ、その事例

についてどういった行動が問

題か話し合う。

🔶グループ発表
グループ内で代表者を決め、
各自話し合ったことについ
て発表する。

🔶講師による講義
DVの支援制度や対応方法、
相談窓口について学ぶ。

🔶グループワーク
講義を聞いた上で、自分が
DV被害者になった場合や身
近な人がDV被害者になった
場合の対応方法についてグ
ループ内で意見交換する。

講義 グループワーク グループワーク 講義・グループワーク

🔶個人ワーク
・グループワークを踏まえ
た上で、実際に身近にDVが
起こった際のことを想定し
て、助けを求められる人・
場所について具体的に調べ
て、自分なりにまとめてみ
る。
・講義を通して感じたこと、
考えたことをまとめる。

個人ワーク

基点・基軸の形成

【趣旨】DV相談件数が増加傾向にある中、DVの知識や対応方法について知らない人が多い。 DVについて基礎的な知識をグループワークを通して学ぶことで、DV被
害防止を促す。

課題解決

女性の約４人に１人がDV被害の経験があり、DVの相談件数は年々増加傾向にある。しかし、DVについての知識、対応方法について知らない人が多い。また、女性の約４
割はどこ（だれ）にも相談していないという調査結果がある。

課題

男女共同参画推進意識の形成 現状把握

連携先 女性相談所、三重県男女共同参画センター

目標

【事業名】DV防止講座

振り返り

ア
ン
ケ
ー
ト

独立行政法人国立女性教育会館 令和４年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」


